
コミュニティーの問題にも対応する教育施設 

－「教育施設（ミナス州カラチンガ市）整備」のその後－ 

 

目的は貧困家庭の子供たちの学習能力の向上と犯罪からの保護 

ミナスジェライス州カラチンガ市は、人口１０万人ほど、コーヒーや野菜・果実を中心

とした農業と、街には商店が建ち並ぶ商業のまちです。このまちにあるＦＵＮＣＩＭＥ（青

少年の街教育基金）は、７歳から１７歳までの貧困家庭の青少年に対し、補習教育、スポ

ーツ、音楽やダンス、職業訓練などを行っている教育施設です。午前の部では朝食と昼食

を、午後の部では昼食とおやつも提供しています。活動の目的は、貧困家庭の子供たちの

学習能力の向上と、麻薬などの犯罪から子供たちを守ることです。なお、この教育施設は

市が運営しており、職員も市から派遣されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この教育施設の校舎はかつて養鶏場だった建物を改造したものであるため、以前は大変

不便かつ老朽化が進んだものでした。たとえば、窓には窓ガラスがなく鉄格子があるだけ

で、風雨の強い日には雨が教室まで吹き込んできました。また、屋根があるのみで天井が

なかったために外気が直接室内に伝わったり、第一棟にトイレがなかったために一度外に

出て第二棟まで行かなければならなかったりと、大変不便な環境にあり、また、学習自体

にも支障が生じていました。しかしながら、市には校舎を改築するだけの十分な予算があ

りませんでした。 



さらに、空きを待っている子供たちが８０名ほどいるという問題もありました。 

そこで、２０１１年に「草の根・人間の安全保障無償資金協力」により、この施設を増

改築し、上記の点を改善することができました。 

 

職業訓練と実践の効果的リンク 

増改築から約２年半後となる２０１４年５月２８日、フォローアップのために同施設を

訪れました。出迎えていただいたのは、アントニオ・カラチンガ市長、フェリッペＦＵＮ

ＣＩＭＥ総裁、セルマ同副総裁、セバスチアン前総裁（現在は市議会議員）、そのほか教職

員の方々、それから大勢の生徒たちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設は改善されており、子供たちも生き生きと勉強に、職業訓練に励んでいましたが、

ＦＵＮＣＩＭＥがこの教育施設を活用したすばらしい取り組みを行ってるので、いくつか

紹介したいと思います。 

 

ＦＵＮＣＩＭＥでは、ただ職業訓練を実施するのではなく、一定の年齢とスキルを身に

つけた者には、実際に企業で“見習い”として働き、実践的スキルを身につけるプログラ

ムを採用しています。そして、見習いの間はずっと働きづめというわけではないため、空

いた時間にはまた施設に戻って不足のスキルを補うという好循環とも言える取り組みを行

っています。実際に２０１３年初頭には５０人が就職することができたそうです。社会進

出と教育とをうまくリンクさせて効果的なスキルアップと雇用促進が実現しているようで

す。 



 

子供だけでなく親までも 

また、この施設にはカウンセリングルームがありました。貧困家庭の子供は、家庭自体

に問題があり、これが原因で悩みやストレスを抱えている子供が少なくないそうです。例

えば親が失業中、麻薬取引の組織に入っている、家庭内暴力、蒸発などなどです。つまり

親の側に原因があることが少なくありません。 

そこで、ＦＵＮＣＩＭＥでは、深刻な事情がある家庭に対しては、子供のみならず親に

対してもカウンセリングを行い、問題解決にあたっています。親の就職が見つからないこ

とが原因で生じている問題に対しては、ソーシャルワーカーを派遣して就労支援まで行い

ます。雇用対策も担う「市」であることを最大限に活かし、問題を根元から解決するとい

う手法や体制ができていることに、類を見ない事例であると感じました。 

 

貧困家庭の子供に対する教育の実施のみならず、実践的な職業訓練による雇用の促進、

そしてその家庭が抱える問題にも対応するなど、ＦＵＮＣＩＭＥはまちが抱える社会的課

題に対応した活動をしています。 

空きを待つ子供たちは増築した後もまだ大勢いるそうです。ＦＵＮＣＩＭＥは待機児童

の家庭に対し、なんとカウンセラーやソーシャルワーカーを派遣し、家庭の問題が深刻な

子から選択して受け入れていく方針をとっています。普通であれば、申請順や年齢などで

画一的に選択しそうなものです。お役所仕事を行う自治体が少なからずある中で、市をよ

くしたいという責任感をもって取り組んでいる姿勢を強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流の場にも 

さて、ＦＵＮＣＩＭＥでは、まちのイベントに子供たちがダンスや歌、演奏などで参加

したり、お年寄りを施設に招いて音楽やダンスを披露したりしています。この施設に通っ

ていない一般の子供たちもこの施設の運動場でサッカーをしたりしています。地域交流の

場を提供し、まちを元気にする活動も行っているわけです。 

ＦＵＮＣＩＭＥが単なる教育施設にとどまらず、貧困家庭における家庭問題にも対応し

たり、地域に元気をもたらしたりするなど、その活動は市政とうまくリンクしているよう



に見えました。 


